
採用診断ツールの活用

提供元 ・ 株式会社ヒューマンキャピタル研究所（HCi-AS適性検査）

HCi-AS ・ HCi-AS   ：　Human Capital Institute-Adaptation Support

適性検査 ・ 作成者　  ：　北山　進　（ヒューマンキャピタル研究所主任研究員）

とは ・ 開発背景 ：　面接は点数でも数値でもなく、個性を見極める　　

数値化の検査では、個性が捉えきれない

ストレス社会で精神的に弱い人の発見

・ 特徴　　　：　臨床データ重視、類型論、記述文重視

・ 強み　　　 ：　人物本位の面接の参考に

・ 出題形式 ：　4者択一形式

・ 出題数　　：　30問

・ 試験時間　：　10分

・ 出題内容 ：　普段の生活に即した問題

（例）あなたが好きな寿司を食べる時は

A．先に食べるタイプ　　 B．最後に残すタイプ　　　

C．Aに近い　　　 D．Bに近い

・ 結果報告　： FAXにて遅くとも１時間以内に返却

☆WEB対応も出来ます。

HCi-AS ① 試験時間・診断結果の返却時間が短い。

適性検査 Ⅰ HCi-AS検査は、出題数が30問。試験時間が10分となっており、他の試験に比べて時間が

の特徴 短く、受検者への負担が少ない内容。

Ⅱ 受検頂いた回答用紙をFAXする。

診断結果が面接に間に合うよう、30分以内にFAXにて返却される。

② 出題内容が作為しにくい。

HCi-AS検査は、受験者の本質部分を探し出す内容となっている。

それ故、選択肢も「はい」「いいえ」、どちらが「良く」どちらが「悪い」と判断できない

ものとなっている。

③ 診断結果が明文化されている。

＊ HCi-AS検査は、正確に判断していただく為に文章表記を重視。

④ メンタルチェックができる。

HCi-AS診断では、ストレス耐性の弱い方を見出すことができ、その文章表記も詳しく記載。

⑤ 妥当性が８０％と高い。

適性検査業界の平均妥当性45％～60％だが、HCi-AS検査は、妥当性80％。（10人受検した

ら、8人は診断内容がおおむね妥当であるという解釈）

問題形式 ・ 従来の質問法 Q あなたは神経質ですか はい いいえ わからない

（例） Q てきぱき物事を片づける？ はい いいえ わからない

Q スパイのような人が多数いる はい いいえ わからない

Q 人の親切は下心がありそう はい いいえ わからない

Hci-ASは一対比較法

Q 食事の取り方は A ゆっくりとるタイプ

B どちらかというと早い方

Q 旅行に行くなら A 名所旧跡などを一通り行く

B あまり人が行かないところへ行く

結果用紙

（例）
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採用診断ツールの活用

1.結論 ・ 結論だけで採用を判断しないということが重要です。

・ これまでに実施した検査の中で、ハッピーテラスで活躍している（と判断されている）方が

受けている評価で、最も多いのは、「5、再面接の上検討する(+)」です。一方で、「１、是

非採用したい」のハッピーテラス内での評価は二極化しています。

・ 【採用推奨】

「2、採用してよい」

「5、再面接の上検討する(+)」

【採用再検討】

「5、再面接の上検討する(-)」

「3、適職あれば採用」

「1、是非採用したい」

です。

・ 今まで、一度の面接で採用を決めていた教室はありませんでしょうか？

現場での子ども対応の様子を見ずに決めていた教室はありませんでしょうか？

8割の信憑性がある検査結果をお手元におき、2回以上の面接を実施して判断してください。

2.決定に ・ 診断ツールの中で、採用において重要な指標となる部分です。

　あたっての ・ 繰り返し読むことでその方の人物像を想像することができます。

　重要 ・ その方の人物像が、募集教室内で活躍できる人物像とマッチしているか、をイメージした

　ファクター 上で、採用の可否を決めることをお勧めいたします。

3.知的効率 ・ 理論派か感覚派かの指標を３段階で表示します。

＊ 知的に高いか低いかの指標ではありません。

4.知的に ・ その方が、知的に低い場合に出現する行動の特徴です。

　低い時の ・ 基本的に知的に高い方の行動には出現しませんが、著しく疲れている時や精神的に参って

　行動特徴 いる時などに出現する可能性があります。

＊ 採用後の「何かあった」危険信号としてマネジメントに生かしてください。

5.面接時の ・ 面接時に必ずヒアリングをしてください。

　チェック その際には、診断結果を「真」としてヒアリングを行います。

　ポイント 例：診断結果「リードしていく点が弱い」

→「周りの方をどう引っ張って来たか」などの質問をしてみる

6.持ち味と ・ 「2.決定にあたっての重要ファクター」の次に読む項目です。

　しての行動 重要指標としてください。

7.欠点と

　しての行動
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採用診断ツールの活用

8.課題処理 ・ 職場での期待される仕事ぶりが文章として表出されます。

　パターン 八角形の面積が広い方が、社会人として評価が高いこととなります。

9.適正配置 ＊ ハッピーテラス合格指標　

　予測 ・ 6項目平均30点以下は基本的には採用しない。

・ 「Ｓ 対人的業務」が30点以下は基本的には採用しない。

と、しています。

Ｉ：専門研究的業務　 →　商品開発や研究職向きの特性　（プログラム作成等）商品開発や研究職向きの特性（プログラム作成等）

Ｒ：技術的業務　 →　ＰＣ操作や機械操作業務に向く特性　（請求等）PC操作や機械操作業務に向く特性（請求等）

Ｃ：維持的業務　 →　同じ手順を踏む業務に向く特性　（請求・ルート営業等）同じ手順を踏む業務に向く特性（請求・ルート営業等）

Ｅ：活動的業務　 →　体を動かす業務　（子どもと体を動かし遊ぶ等）体を動かす業務（子どもと体を動かし遊ぶ等）

Ｓ：対人的業務　 →　人と接する業務に向く特性（子ども対応・保護者対応・営業等）人と接する業務に向く特性（子ども/保護者対応・営業等）

Ａ：変化対応的業務　 →　考えて成果をなす仕事に向く特性（トラブル対応や施策考案など管理者的業務等）考えて成果をなす仕事に向く特性（トラブル対応や施策考案

など管理者的業務等）

10.戦力化 ・ 30点未満を「時間がかかる」、70点以上を「適応しやすい」、その他を「一般的」、と

　 予想 読み取ってください。

・ 基礎能力からの今後の伸び率と捉え、採用の参考にしてください。

11.育成の ・ 採用後のマネジメントに生かせる項目です。

　 ポイント 採用後に活躍できる人材になるかマネージャーの手腕が発揮されるポイントです。

● メンタル ・ 特記事項がある場合は、基本的に採用しない。

　 ヘルスに ・ 19％の確率で特記事項が記載。記載された不適応行動にいたる可能性があります。

　 関して

備考 ・ ハッピーテラスを退職される方の多くがメンタルヘルスに課題を抱えています。

・ 「● メンタルヘルスに関して」の項目がある採用診断ツールを実施することで、退職リスク

や組織での不協和音を回避できる確率があがります。

・ また、１回の面接で判断をせず　【１次面接（＋子ども対応）】　→　【採用診断】

→　【最終面接】　を行うことでミスマッチを防くことができます。

・ 人材不足が大きな課題の教室もありますが、採用を急ぐあまり、「組織に良い影響を与え

ない人材を採用してしまった」「すぐやめてしまった」ということによる損害を防ぎ、

良い人材をそろえていくことで、地域から見た教室の価値を上げていくことができます。
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